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木原内閣官房長官が令和7（2025）年11月29日から30日の日程で沖縄を訪れました。
11月29日には、平和祈念公園において国立沖縄戦没者墓苑及び火之国之塔に献花を行った後、全学徒隊の礎及

び平和の礎を訪れました。
翌30日には、沖縄県知事、宜野湾市長、名護市長、豊原区長、久志区長及び辺野古区長（代理）との懇談を行い、
普天間飛行場、那覇港湾施設移設先、牧港補給地区及び那覇港湾施設の視察を行いました。

木原内閣官房長官訪沖

◆小泉防衛大臣訪沖
◆令和7（2025）年度
　在日米軍従業員永年勤続者表彰式
◆普天間飛行場代替施設建設事業について
◆令和7（2025）年度防衛大臣感謝状及び
　沖縄防衛局長感謝状の贈呈
◆イノシシ侵入対策で在沖海兵隊員が協力
◆キャンプ・ハンセン返還地に所在する石碑の情報を求めています
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◆辺野古区……豊原区民運動会の開催について
◆野國總管まつり奉納全島角力大会について
◆在日米軍によるリバティーに関するガイドラインについて
◆沖縄被害者支援ゆいセンターによる「出前講座」を受講
◆令和7（2025）年度
　日米交流合同コンサートについて
◆新幹部紹介
◆那覇出張所移転のお知らせ
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名護市長、豊原区長、久志区長、辺野古区長（代理）との懇談国立沖縄戦没者墓苑での献花の様子

沖縄県知事との懇談宜野湾市長との懇談

令和7（2025）年度　日米交流合同コンサートについて令和7（2025）年度　日米交流合同コンサートについて

新　幹　部　紹　介新　幹　部　紹　介

那覇出張所移転のお知らせ那覇出張所移転のお知らせ

沖縄防衛局では、在日米軍の施設及び区域の周辺
に所在する市町村の住民と在日米軍人、軍属及びその
家族との間において、スポーツ、音楽、文化活動等によ
る交流を通じて、互いに時間、場所及び体験を共有す
ることにより、相互理解を促進し、信頼関係の醸成を
図ることを目的とした「日米交流事業」を実施しており
ます。
今年度は沖縄サントリーアリーナにおいて日米の中
高生、自衛隊音楽隊及び米軍音楽隊による日米交流
合同コンサートを開催することになりました。
本コンサートは、入場無料、チケット不要、全席自
由となっております。
皆様のご来場を心よりお待ちしております。

【日　時】
令和8（2026）年1月17日（土）＆18日（日）
（開場13：30）14：30～16：30

【場　所】
沖縄サントリーアリーナ
（沖縄市山内1－16－1）

那覇出張所は、令和7（2025）年10月1日に移転しました。

 新所在地：〒900-0022
　　　　　沖縄県那覇市樋川1丁目15番地15
　　　　　那覇第一地方合同庁舎8階
 電話：098－941－7650（変更無し）
 FAX：098－941－7651（変更無し）

9月16日付で調達部次長を拝命しました川端です。昨年度沖縄防衛局に赴任し、この
度当職に就くこととなりました。以前は約6年前に（令和2年3月まで）沖縄防衛局での
勤務を経験しており、その後は防衛本省において提供施設及び自衛隊施設の整備計画
に携わっておりました。調達部の主な業務は、防衛力の基盤である自衛隊及び米軍の任
務遂行に必要な施設の整備を実施することですが、これらの建設工事を円滑に進めて
いくには、地域の皆様のご理解とご協力、そして関連する企業の皆様との連携が必要不
可欠ですので、地元の皆様のお考えをしっかりとお聞きしながら、施設整備に取り組ん
でまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

調達部次長 川端 智浩
かわばた ともひろ
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普天間飛行場代替施設建設事業について
小泉防衛大臣が就任後初めて令和7（2025）年11月22日から23日の日程で沖縄の先島諸島を訪れました。
11月22日には、宮古島市長との面談、宮古島分屯基地の視察及び石垣市長との面談を行いました。
翌23日には、石垣駐屯地の視察、与那国町長との面談及び与那国駐屯地の視察を行いました。
今回の沖縄訪問を通じて南西地域で働く隊員の実情を把握するとともに、各首長の面談を通じていただいた様々
なご要望にしっかりと取り組んでいくことを伝えました。

キャンプ・シュワブにおける普天間飛行場代替施設建設事業について、辺野古側においては、平成29（2017）年11
月から護岸工事に、平成30（2018）年12月には埋立工事にそれぞれ着手し、埋立工事がおおむね完了しています。
また、令和5（2023）年12月に変更承認申請の承認を得たことから、地盤改良工事をはじめとする大浦湾側の工
事を進めています。令和7（2025）年9月にはN－9護岸の施工に着手し、同年11月には埋立区域③－3の埋立工事
に着手するなど、工事が着実に進捗しています。なお、地盤改良船6隻は既に大浦湾に入域しており、所要の準備が
整い次第、砂杭の打設を再開する予定です。
引き続き、普天間飛行場の一日も早い全面返還を実現し、そして、基地負担の軽減を図るため、作業の安全に十
分留意した上で、関係法令に基づき、自然環境や周辺住民の方々の生活環境にも十分配慮しながら、移設に向けた
工事を着実に進めてまいります。

小泉防衛大臣訪沖

Ｎ－２護岸

埋立区域③－3

令和7年11月より埋立てを
開始した埋立区域③－3

Ｎ－８護岸 Ｎ－1護岸

Ｎ－9護岸

宮古島市長との面談

埋立区域③－3埋立工事着手の状況
（令和7年11月28日撮影）

地盤改良船６隻の停泊状況

石垣市長との面談

与那国町長との面談 石垣駐屯地の視察

令和7（2025）年10月15日、令和7年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式が、沖縄コンベンションセンターにお
いて日米共催で開催され、永年にわたり沖縄県内の在日米軍施設で勤務されてきた657名（10年表彰141名、20年
表彰179名、30年表彰319名及び40年表彰18名）の方々の功労が称えられました。
表彰式は、沖縄県副知事をはじめとした来賓の方々のご臨席の下、日米の主催者を代表して沖縄防衛局長及び在
日米軍沖縄地域調整官（兼第三海兵遠征軍司令官）の式辞に始まり、沖縄防衛局長及び各軍司令官等から陸軍、
海軍、空軍、海兵隊及びAAFESの受賞者代表に対し、それぞれ表彰状及び記念品が贈られ、永年の在日米軍に対
する貢献に感謝の意が伝えられました。このほか、来賓の沖縄県副知事、沖縄県議会副議長及び全駐労沖縄地区
本部執行委員長からご祝辞を頂戴しました。
これに対して、勤続40年表彰を受けた受賞者代表から「職務を通じて在日米軍基地の安定的運用、そして日米両
国の友好と親善に貢献できたことは大いなる誇りです」と勤続40年の想いがこもった答辞が述べられ、厳かに表彰
式は終了しました。

令和7（2025）年度　在日米軍従業員永年勤続者表彰式
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普天間飛行場代替施設建設事業について
小泉防衛大臣が就任後初めて令和7（2025）年11月22日から23日の日程で沖縄の先島諸島を訪れました。
11月22日には、宮古島市長との面談、宮古島分屯基地の視察及び石垣市長との面談を行いました。
翌23日には、石垣駐屯地の視察、与那国町長との面談及び与那国駐屯地の視察を行いました。
今回の沖縄訪問を通じて南西地域で働く隊員の実情を把握するとともに、各首長の面談を通じていただいた様々
なご要望にしっかりと取り組んでいくことを伝えました。

キャンプ・シュワブにおける普天間飛行場代替施設建設事業について、辺野古側においては、平成29（2017）年11
月から護岸工事に、平成30（2018）年12月には埋立工事にそれぞれ着手し、埋立工事がおおむね完了しています。
また、令和5（2023）年12月に変更承認申請の承認を得たことから、地盤改良工事をはじめとする大浦湾側の工
事を進めています。令和7（2025）年9月にはN－9護岸の施工に着手し、同年11月には埋立区域③－3の埋立工事
に着手するなど、工事が着実に進捗しています。なお、地盤改良船6隻は既に大浦湾に入域しており、所要の準備が
整い次第、砂杭の打設を再開する予定です。
引き続き、普天間飛行場の一日も早い全面返還を実現し、そして、基地負担の軽減を図るため、作業の安全に十
分留意した上で、関係法令に基づき、自然環境や周辺住民の方々の生活環境にも十分配慮しながら、移設に向けた
工事を着実に進めてまいります。

小泉防衛大臣訪沖

Ｎ－２護岸

埋立区域③－3

令和7年11月より埋立てを
開始した埋立区域③－3

Ｎ－８護岸 Ｎ－1護岸

Ｎ－9護岸

宮古島市長との面談

埋立区域③－3埋立工事着手の状況
（令和7年11月28日撮影）

地盤改良船６隻の停泊状況

石垣市長との面談

与那国町長との面談 石垣駐屯地の視察

令和7（2025）年10月15日、令和7年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式が、沖縄コンベンションセンターにお
いて日米共催で開催され、永年にわたり沖縄県内の在日米軍施設で勤務されてきた657名（10年表彰141名、20年
表彰179名、30年表彰319名及び40年表彰18名）の方々の功労が称えられました。
表彰式は、沖縄県副知事をはじめとした来賓の方々のご臨席の下、日米の主催者を代表して沖縄防衛局長及び在
日米軍沖縄地域調整官（兼第三海兵遠征軍司令官）の式辞に始まり、沖縄防衛局長及び各軍司令官等から陸軍、
海軍、空軍、海兵隊及びAAFESの受賞者代表に対し、それぞれ表彰状及び記念品が贈られ、永年の在日米軍に対
する貢献に感謝の意が伝えられました。このほか、来賓の沖縄県副知事、沖縄県議会副議長及び全駐労沖縄地区
本部執行委員長からご祝辞を頂戴しました。
これに対して、勤続40年表彰を受けた受賞者代表から「職務を通じて在日米軍基地の安定的運用、そして日米両
国の友好と親善に貢献できたことは大いなる誇りです」と勤続40年の想いがこもった答辞が述べられ、厳かに表彰
式は終了しました。

令和7（2025）年度　在日米軍従業員永年勤続者表彰式
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イノシシ侵入対策で在沖海兵隊員が協力
沖縄工業高等専門学校（名護市字辺野古）から「キャンプ・シュワブ内から校内にイノシシの侵入が確認さ

れたので調査して欲しい」との連絡を受け、担当職員が侵入経路等の調査のためキャンプ・シュワブのフェン
スを確認したところ、フェンスの劣化、破損、土砂流出による間隙拡大により侵入が可能と思われる場所が複
数カ所確認されました。このため、沖縄工業高等専門学校職員の案内により、令和7（2025）年8月13日・20
日、業務担当士官タイラーC・ガン大尉を始め海兵隊員12名により、土嚢による間隙箇所の封鎖、倒木の一
部撤去及び金網の破損部分の補修を実施しました。今回の対策活動を通じて、タイラーC・ガン大尉から沖
縄工業高等専門学校の亀井副校長に「沖縄高専とキャンプ・シュワブの交流推進」の申し出がありましたので、
沖縄防衛局としても必要な支援を行ってまいります。

キャンプ・ハンセン返還地に所在する石碑の情報を求めています
令和6年（2024年）4月30日に返還されたキャンプ・ハンセンの一部である『グリーンビーチ』の跡地にお

いて見つかった“所有者不明の石碑”に関する情報を求めています。この跡地は、今後、物件撤去工事を予定し
ておりますので、当該石碑についてお心当たりのある方は、恐れ入りますが下記の連絡先までご連絡をお願
いします。なお、令和8年11月30日までに連絡がない場合は、沖縄防衛局において撤去いたしますので、ご承
知おき願います。

防衛省では、例年、11月1日の自衛隊記念日に合わせて、防衛省・自衛隊の活動や事務の遂行に著しい功績のあっ
た方に対し、感謝状を贈呈しています。
今般、沖縄防衛局管内においては、防衛行政に対して深いご理解とご協力を頂いた功労者として、令和6（2024）
年12月に逝去された桑江朝千夫前沖縄市長に防衛大臣感謝状が贈呈されました。沖縄市役所で行われた贈呈式に
おいては、故桑江氏のご子息である桑江朝千也様に対し、花城沖縄市長立会いの下、村井局長から桑江前市長のこ
れまでの多大な功績に謝意を述べ、感謝状を伝達しました。
また、沖縄防衛局の業務に多大なご協力を賜った、島袋前辺野古区長、城間元豊原区長、棚原前久志区長、福地
前嘉手納町軍用地等地主会会長、比嘉北中城村軍用地等地主会会長及び真栄田前本部漁業協同組合代表理事組
合長に対し、防衛施設や提供水域の安定的使用に対する日頃のご尽力やご理解に深い感謝の意をお伝えし、それぞ
れ沖縄防衛局長感謝状が贈呈されました。

令和7（2025）年度防衛大臣感謝状及び
沖縄防衛局長感謝状の贈呈

令和7（2025）年度防衛大臣感謝状及び
沖縄防衛局長感謝状の贈呈

前 久志区長
棚原 憲栄氏（左から2人目）

前嘉手納町軍用地等地主会会長
福地 實氏（右）

北中城村軍用地等地主会会長
比嘉 一郎氏（左）

前本部漁業協同組合
代表理事組合長
真栄田 正男氏（右）

元 豊原区長
城間 正昭氏（左）

前 辺野古区長
島袋 茂氏（左から2人目）

桑江朝千也様（右から4人目）
花城沖縄市長（右から3人目）

【沖縄防衛局長感謝状贈呈】

【防衛大臣感謝状贈呈】

（連絡先）　沖縄防衛局 管理部 返還対策課 返還措置第1係
　　　　　　電　話　098－921－8156
　　　　　　メール　hentaika-ok@okinawa.rdb.mod.go.jp

所有者不明の石碑

亀井副校長との作業打合せ 海兵隊員による間隙箇所の封鎖 補修後の状況

石碑所在地石碑所在地

至金武
町役場

 →
至金武

町役場
 →

国道3
29号

国道3
29号

← 至金武IC← 至金武IC
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イノシシ侵入対策で在沖海兵隊員が協力
沖縄工業高等専門学校（名護市字辺野古）から「キャンプ・シュワブ内から校内にイノシシの侵入が確認さ
れたので調査して欲しい」との連絡を受け、担当職員が侵入経路等の調査のためキャンプ・シュワブのフェン
スを確認したところ、フェンスの劣化、破損、土砂流出による間隙拡大により侵入が可能と思われる場所が複
数カ所確認されました。このため、沖縄工業高等専門学校職員の案内により、令和7（2025）年8月13日・20
日、業務担当士官タイラーC・ガン大尉を始め海兵隊員12名により、土嚢による間隙箇所の封鎖、倒木の一
部撤去及び金網の破損部分の補修を実施しました。今回の対策活動を通じて、タイラーC・ガン大尉から沖
縄工業高等専門学校の亀井副校長に「沖縄高専とキャンプ・シュワブの交流推進」の申し出がありましたので、
沖縄防衛局としても必要な支援を行ってまいります。

キャンプ・ハンセン返還地に所在する石碑の情報を求めています
令和6年（2024年）4月30日に返還されたキャンプ・ハンセンの一部である『グリーンビーチ』の跡地にお
いて見つかった“所有者不明の石碑”に関する情報を求めています。この跡地は、今後、物件撤去工事を予定し
ておりますので、当該石碑についてお心当たりのある方は、恐れ入りますが下記の連絡先までご連絡をお願
いします。なお、令和8年11月30日までに連絡がない場合は、沖縄防衛局において撤去いたしますので、ご承
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合長に対し、防衛施設や提供水域の安定的使用に対する日頃のご尽力やご理解に深い感謝の意をお伝えし、それぞ
れ沖縄防衛局長感謝状が贈呈されました。

令和7（2025）年度防衛大臣感謝状及び
沖縄防衛局長感謝状の贈呈

令和7（2025）年度防衛大臣感謝状及び
沖縄防衛局長感謝状の贈呈

前 久志区長
棚原 憲栄氏（左から2人目）

前嘉手納町軍用地等地主会会長
福地 實氏（右）

北中城村軍用地等地主会会長
比嘉 一郎氏（左）

前本部漁業協同組合
代表理事組合長
真栄田 正男氏（右）

元 豊原区長
城間 正昭氏（左）

前 辺野古区長
島袋 茂氏（左から2人目）

桑江朝千也様（右から4人目）
花城沖縄市長（右から3人目）

【沖縄防衛局長感謝状贈呈】

【防衛大臣感謝状贈呈】

（連絡先）　沖縄防衛局 管理部 返還対策課 返還措置第1係
　　　　　　電　話　098－921－8156
　　　　　　メール　hentaika-ok@okinawa.rdb.mod.go.jp

所有者不明の石碑

亀井副校長との作業打合せ 海兵隊員による間隙箇所の封鎖 補修後の状況

石碑所在地石碑所在地

至金武
町役場

 →
至金武

町役場
 →

国道3
29号
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← 至金武IC← 至金武IC
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在日米軍は、この程、より多くの日本人にも知ってもらうため、沖縄県内の飲食店などに掲示していた『リバティー
制度ポスター」に日本語版を追加することとなりました。今後は、英語版のポスターと併用して飲食店に掲示しても
らうなど、制度の普及に全力で取り組むとのことです。

在日米軍によるリバティーに関するガイドラインについて

令和7（2025）年10月20日、当局において、公益財団法人沖縄被害者支援ゆいセンターによる「出前講座」が開
催され、当局職員が受講しました。同センターは、犯罪や交通事故などの被害にあった方やそのご家族のために支
援活動を行っており、沖縄県公安委員会から「犯罪被害者等早期援助団体」に指定され、警察、検察庁及び弁護士
会など関係機関・団体等と連携して直接的支援を行っている機関です。
事件・事故にあわれた被害者に寄り添うためには、「どのような取り組みが必要か」「被害者は具体的にどのよう
な支援を受けているのだろうか」という問題意識から「出前講座」の実現に至ったものです。講演していただいたア
ドバイザーからは、「被害に遭う前の生活に少しでも早く戻れるような支援」と「被害者の苦しみや悩みはさまざま
であり、関係機関で連携して丁寧に向き合って行くことが大切」との説明があり、これまで漠然としていた被害者の
心情や被害者支援のイメージを可視化することができるとともに、様々な関係機関と連携し繋いでいくことの大切
さを学ぶことができました。
米軍関係者の事件・事故による被害者の補償業務においては、引き続き、被害者の心情に配慮するとともに関係
機関と緊密に連携し対応できるよう努めてまいります。

沖縄被害者支援ゆいセンターによる「出前講座」を受講

令和7（2025）年11月2日、晴天に恵まれた空の
下、辺野古区及び豊原区民運動会がそれぞれの区
において開催され、多くの区民が様々な競技に参加
しました。
辺野古区においては、キャンプ・シュワブの海兵隊
員が区11班として代表リレーなどに参加し、区民と
熱戦を繰り広げました。
当局職員もこれまでと同様に各区の運動会に参加
し、日頃の運動不足を反省しつつも、各区民の皆様
と交流し、親睦を深めることができました。

辺野古区・豊原区民運動会の開催について

令和7（2025）年10月4日から5日にかけて、嘉手納町兼久海浜公園において第45回野國總管まつりが盛大に
開催されました。
同まつりにあわせて奉納全島角力（すもう）大会が開催され、地元ということもあり、当局の局長をはじめとする
多くの職員が観戦しました。
沖縄角力（ウチナージマ）は沖縄県の伝統文化のひとつであり、両者が組み合った状態から開始するなど、大相
撲とはルールや技などが異なり、柔道とレスリングを混ぜたようなスタイルの競技となっております。
初日の4日には、こどもウチナージマ大会、翌5日には全島大会が行われ、地域や家族の方々が声援を送るなか、
県内各地から集まった多くの力士（シマトゥヤー）の方々が白熱する激闘を繰り広げました。嘉手納町では同まつり
をメインイベントとして伝統文化の継承及び発展向上に努めているとのことです。

野國總管まつり奉納全島角力大会について

開会式 試合の様子 表彰式

海兵隊員も参加した代表リレー
（辺野古区）

区民と共にボール送りに参加
（豊原区）

接戦の職域リレー
（豊原区）

こども達へお菓子を配る局長と辺野古区長
（辺野古区）

飲食店への掲示ポスター（英・日）

出前講座の様子と講座の主な内容
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木原内閣官房長官が令和7（2025）年11月29日から30日の日程で沖縄を訪れました。
11月29日には、平和祈念公園において国立沖縄戦没者墓苑及び火之国之塔に献花を行った後、全学徒隊の礎及
び平和の礎を訪れました。
翌30日には、沖縄県知事、宜野湾市長、名護市長、豊原区長、久志区長及び辺野古区長（代理）との懇談を行い、
普天間飛行場、那覇港湾施設移設先、牧港補給地区及び那覇港湾施設の視察を行いました。

木原内閣官房長官訪沖

◆小泉防衛大臣訪沖
◆令和7（2025）年度
　在日米軍従業員永年勤続者表彰式
◆普天間飛行場代替施設建設事業について
◆令和7（2025）年度防衛大臣感謝状及び
　沖縄防衛局長感謝状の贈呈
◆イノシシ侵入対策で在沖海兵隊員が協力
◆キャンプ・ハンセン返還地に所在する石碑の情報を求めています
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◆辺野古区……豊原区民運動会の開催について
◆野國總管まつり奉納全島角力大会について
◆在日米軍によるリバティーに関するガイドラインについて
◆沖縄被害者支援ゆいセンターによる「出前講座」を受講
◆令和7（2025）年度
　日米交流合同コンサートについて
◆新幹部紹介
◆那覇出張所移転のお知らせ
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名護市長、豊原区長、久志区長、辺野古区長（代理）との懇談国立沖縄戦没者墓苑での献花の様子

沖縄県知事との懇談宜野湾市長との懇談

令和7（2025）年度　日米交流合同コンサートについて令和7（2025）年度　日米交流合同コンサートについて

新　幹　部　紹　介新　幹　部　紹　介

那覇出張所移転のお知らせ那覇出張所移転のお知らせ

沖縄防衛局では、在日米軍の施設及び区域の周辺
に所在する市町村の住民と在日米軍人、軍属及びその
家族との間において、スポーツ、音楽、文化活動等によ
る交流を通じて、互いに時間、場所及び体験を共有す
ることにより、相互理解を促進し、信頼関係の醸成を
図ることを目的とした「日米交流事業」を実施しており
ます。
今年度は沖縄サントリーアリーナにおいて日米の中

高生、自衛隊音楽隊及び米軍音楽隊による日米交流
合同コンサートを開催することになりました。
本コンサートは、入場無料、チケット不要、全席自

由となっております。
皆様のご来場を心よりお待ちしております。

【日　時】
令和8（2026）年1月17日（土）＆18日（日）
（開場13：30）14：30～16：30

【場　所】
沖縄サントリーアリーナ
（沖縄市山内1－16－1）

那覇出張所は、令和7（2025）年10月1日に移転しました。

 新所在地：〒900-0022
　　　　　沖縄県那覇市樋川1丁目15番地15
　　　　　那覇第一地方合同庁舎8階
 電話：098－941－7650（変更無し）
 FAX：098－941－7651（変更無し）

9月16日付で調達部次長を拝命しました川端です。昨年度沖縄防衛局に赴任し、この
度当職に就くこととなりました。以前は約6年前に（令和2年3月まで）沖縄防衛局での
勤務を経験しており、その後は防衛本省において提供施設及び自衛隊施設の整備計画
に携わっておりました。調達部の主な業務は、防衛力の基盤である自衛隊及び米軍の任
務遂行に必要な施設の整備を実施することですが、これらの建設工事を円滑に進めて
いくには、地域の皆様のご理解とご協力、そして関連する企業の皆様との連携が必要不
可欠ですので、地元の皆様のお考えをしっかりとお聞きしながら、施設整備に取り組ん
でまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

調達部次長 川端 智浩
かわばた ともひろ
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